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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーに必須。ATG12と共役し、隔離膜と会合してカップ型の隔離膜とオートファゴソームを形成する。酸化ダメージ後のミトコンドリアの品質管理、そしてその後の細胞寿命に関与する。
	研究分野
	オートファジー、アポトーシス
	画像データ
	

	APG5L抗体を用いたC2C12、K562、C6マウス脳溶解物中のAPG5Lのウェスタンブロット分析
	

	APG5L 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	APG5L 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

